
１．路面が滑りやすい 

雨のときは路面が滑りやすくなり、 

速度が出ていると停止距離が長くなります。 

そのため、晴れのときより速度を落とし、車間距離を長くとって走行しましょう。 

２．「急」のつく運転は避けましょう 

雨のときの急発進・急ハンドル・急ブレーキは、横滑りなどを起こしやすいため、 

そのような運転は避けましょう。 

ブレーキは、エンジンブレーキを使用したり、数回に分けてかけるようにしましょう。 

３．視界が悪くなる 

雨の日の視界は、ワイパーの作動範囲に狭められ、 

周囲の状況判断ができにくくなります。 

また、雨のときはフロントガラスがくもりやすいため、 

エアコンやデフロスターを作動させたり、 

くもり止めスプレーなどを使用したりして、 

視界をよくしましょう。 

 

歩行者も足もとに気をとられたり、傘などで視界が妨げられるため、 

雨の日の歩行者には特に注意しましょう。 
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雨の日の交通事故防止 



 

突然の豪雨に遭遇したら・・・ 

Point 

① 河川沿いを避け、高台に避難 冠水路は絶対に通行しない 
Point 

② 

氾濫のおそれのある河川沿いの道路は避け、

できるだけ高台に避難しましょう。 
冠水路を強引に通行しようとすると 

エンジンが止まる可能性があるため、 

通行しないようにしましょう。 

路面が水で覆われているときに高速で走行すると、 

タイヤが水上スキーのように水の膜の上を滑走する現象 

●速度を落として走行する 

●普段からタイヤの摩耗や空気圧を確認する 

●発生したときは、アクセルを戻し、 

自然と速度が落ちてタイヤのグリップが回復するのを待ちましょう 

 

４．ハイドロプレーニング現象を防ぐために  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 


